
Meisei University

NII-Electronic Library Service

Melsel 　unlverslty

2005．3 明星 大学研究紀要
一人 文学部

一 No．41

芥川龍之介 「好色」の 構造
1）

芥川を ラ カ ン 的 に 読む（2）

片　 山　文　保
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はじめ に

　 「芋粥」に 引き続 い て 、 芥川龍之介の 「王朝物」 と呼 ばれ る
一連 の 短編作品 の 中か ら

「好色」 を採り上げ、こ の 作品に描 かれ た主人公 「平 中」 の 欲望 を 、 ラ カ ン 的 な 「構造 」

の概念 に照 らし合わせ て 、 そ こ に 位置づ け るべ く詳 しく検討して み よ う。 そ の 際 、 構造の

ど こ に、どの よ うに 視点を取 っ て 主題が 描かれ た の か を検討す る こ と は
、

そ の まま 、 作家

自身の 、 構造 に お ける主体的 ポ ジ シ ョ ン を問題 にす る こ とに な るだ ろ う。 芥川 自身 の 欲望

の ポジ シ ョ
ン を問題 に せ ざ るを得な くな る の で あ り、 また 、 問題 に す る こ とが 可能 に な る

の で あ る 。

　ただ 、 我 々 は 、 こ の 二 作 品に っ い て の 論考にお い て 、 まず 、 ラ カ ン 的な概念に っ い て の

我々 の 理 解を 、 ひ とつ の 卓越 した芸術的直観 に即 して 明確に す るこ とを第一義 と し、 作者

自身に っ い て は 、 こ の 二 小品の 検討か ら窺え る、ある い は、見込 み立 て られ る範囲内で の

み論ず る こ と に しよ う。

1． 「画姿」

　 「天 が下の 色好み」平貞文、俗称 を 「平中」 と呼ばれた 「Don 　Juan」 の
、 あ る恋 愛 の

顛末で ある 。 作者 は、まず 、 主人公 の 優美な 「画姿」か ら始め る 。

［…］そ の 瞳 の 底に は 、 ［…］晴れ晴れ した微笑が漂 っ て い る 。 が、多少注意 をすれば、

其処 に は必ず しも幸福 の みが住 ま っ て い ない事が わか るか も知れ な い
。 こ れ は遠 い何

　 　 　 　 し ょ うけ い

物か に、悄悦を持 っ た微笑で ある 。 同時に 又手近 い
一

切 に 、 軽蔑を抱 い た微笑 で あ

る
2）

。

　っ ま り、 そ の 眼差 しは、地上を見て い る の で はな く、 天上 を眺めや っ て い る の で あ る 。

だか ら、 こ の 眼差 し に は 、 「晴れ晴 れ と した微笑が漂 っ て い る」 と同時 に 、 ひ とつ の 影が

差 して い る の で あ る。 こ の こ とを指 して 、後 の 節に お い て 、友人 、 範実が 「不幸な 天才」

と言 うの で ある 。

　欲望 の 対象 と呼ばれ る も の は 、 実在と して の 見せ か けを持 っ ば か りで 、 実 は 、 実在 しな

い
。 そ れ は 、 地上的実在 の風景の 中で は、天上 へ と続 く、ひ とっ の 「欠如・穴」 を成す の

だ が 、 「芋粥」 の 五 位 は 、 こ の 欠如 を 、 地上の 質料 を もっ て拵 えた の で ある 。 絶対的欠如
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を、偶然的欠如に 置 き換えた の で あ る 。 そ して 、 利仁は 、 五位が用心深く護持 し続けて き

た 、
こ の質料的欠如 を、当然、質料 に よ っ て 、 有無を言 わせず埋 め て 見せ た の で ある 。

　対象を求め る欲望 の 眼差 しは 、 平中に 限らず、元 々 、天上に 向か っ て い る 。 端的に 、 こ

の 対象 は、地上の もの で は な い か らで あ る 。 五 位は 、 作為的に 、 自身 の 視線を 、 視線上 で

焦点の 遠近を変え る様に して 、 地上 に留め
、 そ こ に生 きる こ とを選 ん だ。 そ れに対 して 、

平中は 、 そ の顔は地上 の 女た ち の 方を向い て い るが 、 そ の 視線は 、 そ こ を素通 り して しまっ

　　　　 N　　N　　N

て い る 。 こ の 世を越 えて 、 超越的な領野に 向か っ て い る の で あ る
3 ）

。
つ ま り、 両 者は 、 同

じ眼差 し上で 、 焦点を 、 即 ち 、 生 き る地点を異に して い る
。 範実言う と こ ろ の 「凡人」 と

「天才」の 差で あ る 。 そ して 、 こ の超越的領野を背景に して こそ 、 対象 （「対象 a 」） は
一

瞬現れ、そ の 姿を認 め る間 もな く、 身を翻 して 、 領野 ご とか き消え る 。

11． 「ちらり」

　事 の 始終は 、 四 つ の 段階に分 け る こ とが 出来 る。まず は、運命的 な、即ち、構造的な、

出会い で ある 。 「侍従」 と の 出会 い の 本質は 、 ま さ しく、

一
瞥で あ る 。

あの 女が車へ 乗 ろ うとす る、お れ が其処 へ 通 りか か る 、 　 　 と云 うの が抑抑 の 起 こ り

だ っ た 。 顔は扇をか ざ した陰にち ら りと見え ただ けだ っ たが 、 紅梅や萌黄 を重ねた上

へ
、 紫 の うち ぎをひ っ か けて い る 、

一
そ の 容子が何と も云え な か っ た 。

　垣間見 られ た もの は 、 そ の 後に 、 幻想的な余韻を、 面影を残 すばか りで ある 。 しか しな

が ら、 名 うて の 「色好み」で あ る平中の 余裕は 、 対象の 地上性 ・身体性を も良 く観察 して

い る 。 侍従 の 「髪が薄す ぎる」 こ と 、 「そ の 上色 も白い方 じ ゃ な い 。 浅 黒 い と ま で は行か

な く っ て も、 琥珀色位 な所 は ある」 と、欠点を数え た て る現実的な感覚 も、 こ の 時に は 、

まだ 、 残 っ て い る 。 しか し、こ れ らの 地上性 は、実 は、垣間見 られた もの とは、何の 関係

もな い 。

皿． 「見つ」

　出会 い か ら 「
一

月ば か り」が経ち 、 そ の 間に 、 平中は 「ざ っ と二 十通 も文を書い たが 、

何 とも便 りが ない」 こ とが、読者 に明か される 。 「艶書 の文体」 の種 が尽 きて 、 平 中 は 、

苦 し紛れ に 、 「せ め て は唯見 っ とば か りの
、

二 文字だ に 見せ 給え 」 と書き送 る
。

そ して
、

待ち侘 びた 「返事」が よ うや く来る 。

　平中は文を抛 り出 した 。 文 に は 「唯見 つ とばか りの 、 二 文字だ に 見せ 給え」 と書 い

て や っ た 、 そ の 「見 っ 」 とい う二 文字だけが 、 　　 しか も平中 の送 っ た文か ら、 こ の

二 文字 だ け切 り抜 い た の が 、 薄葉に 貼 りつ け て あ っ た の で あ る。

　 こ れ は 、 返事で あ っ て返事で ない 。 平 中の文 を切 り抜 い て貼 りつ けたの も、 そ れを送 っ

て 寄越 した の も侍従で あ る と い う こ とが分か る こ と 、 侍従が、平中の 、少な くとも、 こ の

手紙の こ の部分 だ けは 読んだ と い うこ とが分か る こ と 、 それ らの 点に お い て は 、 確か に 、
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メ ッ セ ージを含ん だ 「返事」で あ る と言え るか も知 れな い 。 そ して 、 平中の 願い に 、 字義

通りで はあ るが 、 と もか く、 応 え て い る こ と に お い て も、そ うで ある 。 しか し、 こ こ に は 、

ヘ　　へ　　　　　　　　　　　　1　　s　　N

返す とい う機械性 しか認め られない。要す るに、そ こ に在る の は、平 中が投 げつ けた欲望
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ

を 、 そ の まま はね返 して 来るだ けの 、 鏡な の で あ る 。 平 中は 、 自分の 書 い た文字に 自分の

欲望 、 即ち 、 欠如が託 さ れ て い る の を見 る だ けな の で あ る 。 しか し、鏡は常に二 重で あ る 。

そ して、欠如 と重 な っ て 、 約束の 見せ か け の 姿が そ の色艶を増す。

　侍従 自身は 、 そ の 肉筆 を与え な い ばか りか 、 そ の 姿を現 さな い
。 実際 、 物語 の 中で も、

「ち らり」以後 、 最後まで 、決 して 、そ の 地上 の 姿 を現 さな い 。 侍従 は、「大他 者 Autre」

（こ れ以降は 「他者」 と呼ぶ ）と幻想的対象 （「対象 a 」）が そ こ で 交錯す る 、 「構造」 な の

で ある 。

N ． 「雨夜」

　更 に、二 ヶ 月が経 つ 。 恐 らく先の 分 も含 めて、「ざ っ と六十通 ばか り、の べ っ に 文を持

たせ て や っ て も、 返事
一

っ 貰え なか っ た」平中は 、 行動に 打 っ て 出る 。 あ る大雨の 夜を わ

ざわ ざ選ん で 、

一
人 、 侍従の 局 に押 しか ける の で あ る 。 「こ ん な晩に わ ざ わ ざ 出か けて 行

けば 、 い くらっ れな い 侍従で も、 憐れに思 うの は当然で ある」とい う、 「色好み 」 平中の
N　　1

予測は的中す るか に見え た 。 応対に 出た女 の 童は 、 皆が寝静ま っ た後で 会 うか ら 、 こ の 場

で 待 っ て い て くれ と 、 侍従 の 言葉を取 り次 ぐの で あ る 。 それを 聞い た平中 は自分 は知恵者

だ と得意 に な る 。 しか し、 や がて 、 「何だか話が旨す ぎるよ うだぞ」 と不安 ・疑念 に襲わ

れ る
。

しか し
、 また す ぐに

、 「逢い もしな い者が
、 逢う と云 う訳も な さ そ う な も の だ 。 す

る とお れ の ひがみ か な ？」 と思 い 直す 。 そ うして 、 果て の な い 自問 自答が始ま る。

逢われな い もの だ と思 っ て い れ ば、不思議に 逢 う事が 出来る もの だ 。 しか し皮肉な運

の や つ は 、 そ うい うお れ の 胸算用 も 、 見透か して しま うか も知 れな い な 。 じ ゃ 逢わ れ

る と考 え よ うか ？それに して も勘定ず くだか ら、 や っ ぱ りこ ち らの 思 うよ うに は 、

一 ああ、胸 が痛ん で 来た 。

　要す る に 、 欲望 に よ る期待は 、 往 々 に して裏切 られ る の が 「運」の 常だか ら、 そ の 先 を

越 して 、 わ ざ と期待 しなけれ ば、逆 に 期待通 りに な るだ ろ うと い うの で ある 。 つ ま り、運

を騙 そ うとい うの で あ る。 あ らゆ る予測 ・ 駆 け引きが 、 それ を巡 っ て こ そ織 りな され 、 し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N　　　N

か も、それ 自体 は 、 す べ て の 駆 け引きを常に越 え続け て い る 、 そ の よ うな 、
い わ ば 、 中枢

l　　　N　　　N　　　N　　　x
と して の 穴を成す 「皮肉な運」 と は 、 ラ カ ン が 、 「真理 の 場」 と呼ぶ ． ［他者 Autre」 の こ

と で あ る 。 「他者」 は 、 構造を伴 っ て
、 平中のす ぐそ ば に まで 迫 っ て 来 て い る。

　そ うこ うす る中に 、 遣 り戸の 向 こ う で 、 誰かが懸 け金をはずす音が す る 。 「こ の 音を聞

い た平中の顔は 、 突然弥陀の 来迎を拝 した 、 信心深 い法師よ りも、 もっ と歓喜 に 溢れて い

た」。 作者が 、 弥陀 、 菩薩な どの 神仏の 比喩を用 い る の は 、 最後の 場面 を含め て
、 五 ヵ 所

を下 らな い 。 これ は 、 勿論 、 偶然で は な い 。 構造 の 主要 な局面 の一
つ で ある幻想的対象は 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s 　 　 へ

主体に 対 して
、 そ の 欠如を埋 め る 、 救済の 約束の もと に

、 即ち 、 円満の 相の もと に現れ る

もの だか らで あ る 。

　平中は、 遣 り戸 を引い て 、 部屋 の 中に 入 る 。 中 は 、 「空焚 きの 匂が立 ち こ め た、一面 の
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闇」が拡が り、 「天井 の 雨 の 音 の 外 に 、 何
一

つ 物 の けは い もしな い 」。 辺 りを探 る平中の 手

に 、 偶然、そ こ に 「打衣
一

っ か けたまま、しどけな い姿を横た え て い る」侍従 の 、柔 らか

な肌が触れ る。 平中は 、 「我知 らずわ な わな震え 出した」。

こ ん な事 は確か何か の 草紙 に、書 い て あ っ たよ うな心 もちがする。 それ ともあれは何

年か以前 、 大殿油の 火影に 見た何か の 画巻 に あ っ た の か も知 れな い
。

　
一種の 「既視感d6ja　 vu 」で ある 。 こ の 、いわゆ る 「偽再認 fausse　 reGonnaissance 」 の

体験は 、 迫 り来る 「構造」 の
、 実感へ の 翻訳で あ る と言え る。 こ の こ と に っ い て 、 少 し遠

回 り に な る が
、

フ ロ イ トの 例に即 して 、 次の章で 詳 しく検討 しよ う 。 だ が 、 そ の 前 に 、

「雨夜」の 検討を済ませ て お こ う。

　平中の 欲望 はよ うや く成就す るか に 見え た 。 「一瞬間 、

一
そ の

一
瞬間が 過 ぎ て しま え

ば 、 彼等 は必 ず愛欲 の 嵐 に 、 雨 の 音 も、 空焚 きの 匂い も、 本院の大 臣 も、 女の 童 も忘却 し

て しま っ た に相違ない
。 しか しこ の 際どい 刹那に 、 侍従は半ば身を起 こ す と」、 あ ち らの

障子に 懸 け金が下 ろ して な い か ら、 そ れ を下 ろ して くる と言 っ て 、 そ の 場を立 ち 、 外か ら

懸 け金を下 ろ して 、 そ の まま戻 らな い 。 「
一

瞬間」 と い うヴ ェ
ール の 薄さ が 、 取 り返 しよ

う もな く失 われ た対象 とそ の 享楽 の 、 生 々 しい 感触 と実在 を確信 させ る 。 しか し、 どれほ

ど 「際 どい刹那」で あろ うと、 こ の 隔 たりは決定的な掟 に よ る隔絶 で ある 。 これを破 り、

彼方へ 渡 る こ とは 、 死ぬ に等 しい
。

　 「平中 、 平 中 、 お前 は もう天が 下の 色好みで も何で もな い 」。 平 中は 、 失心 した よ うに

呟 く。自我 は、深 く傷 つ けられて い る 。 そ して 、そ の 傷 の 深 さに正確 に 比例 して 、欲望 は

更に 募 っ て い る 。 欲望 は 、 欠如を住処 とするか らで あ る 。

▽．既視感 と構造

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 なまめ

　 「雨夜」 の 節に お い て 、侍従 は、空焚 きの 匂 い が 立ち こ め た 「艶 い た闇」を背景 に、た
　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ ご

だ 、 手 、 乳房 、 頬 、 顋 、 髪な どの 感触と 、 髪の 匂い
、 暖か い 肌 の 匂 い

、 及 び 、 「か す か な

息」を介 して しか現 れな い 。
つ ま り 、 視覚に よ る 明証 の 欠如の 中で 、 肉体の 断片で しか な

い現れが 、 深 く官能に訴え て来 る の で ある。 作者は こ の欲望の 対象の 夢幻性 を 、 「こ れは

夢で も幻で もな い 」 と い う平中の 内語 と 、 「ぬ ば玉 の 闇 の うっ っ は さだ か な る夢 に い く ら

もまさ らざ りけり」 と い う歌の つ ぶ や きを も っ て 仄めか して い る 。

　視覚 （vision ）の 欠如 （闇） を場 と して 機能す る の は 、 ラカ ン の 言 う 「視線 regard 」 で あ

る 。 即 ち 、
こ の 官能性の核 とな っ て い るの は 、 「他者の 欲望 desir　 de　 l’Autre」 と し て の

「視線」上 に 現れ る幻想 の 対象 （対象 a ）と い う 、 我々 が ラ カ ン の 文字を用 い て 「a ／A 」

と表現する 、 構造の 二重性な の で あ る 。 「こ ん な事 は確か何 か の草紙 に …」 と い う平 中 の

既視感 は 、
こ の 二 重性の 直感的体験な の で ある 。 以下、 フ ロ イ ト の例に 即して

、
こ の 既視

感の 体験が意味す る もの を検討 して み よ う。

　 フ ロ イ トが 扱 っ て い る具体例は 、 現在37歳 の 女性患者が 12歳半 の 時に経験 した既視体験

で 、次 の 様な もの で ある 。 そ の 時、 こ の 女性 は、級友た ち の 自宅 を訪問 して い た 。 そ の 最

中に 、 こ の 家に 前に 来た こ とが あ る と い う強 い 実感 を抱 い た の で あ る。
こ の 級友 の 家に は

重病 の 弟 （兄）が お り、 彼女は こ の 兄弟 に も会 っ て い る 。 そ して 、 こ の 人は死 ぬ だ ろ うと
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思 っ た 。 実 は、 こ の 訪問 の 数 ケ 月前に 、彼女 自身 の 弟 （兄）が ジ フ テ リア で 危篤状態に 陥

る こ とが あ っ た 。 フ ロ イ トは 、 こ の 折 りに 、 彼女が兄弟の 死を空想 した に 違い な い と見る 。

つ ま り、 級友 たちの 家で 、 彼女 らの 兄弟を見た時に 、 自分の 兄弟 の こ とを再認 したに違い

な い の だが、問題 の 空想が抑圧 され て い た為に 、 こ の 再認 も抑圧 され 、 そ の 代わ りに 、 訪

問 した家が偽再認 され た の で あ る％

　こ の 例に つ い て の フ ロ イ トの 議論を要約すれば 、 次の よ うに な る だ ろ う。 そ の 時、 主体

は、現在の 状況 に触発 されて 、 ある抑圧 され た過去の状況を思 い 出 して い る の だが 、 そ れ

を思い 出 して い ると い うこ と 、 っ まり、 そ の過去の 状況 と現在の 状況 との 間の 「類似性」

の 認知 は、無意識に留ま り、 意識に は 、 そ の 状況間の 類似性が 、 知覚場面 の 類似ま たは 同
一

陸として 、 即ち 、 「すで に体験 した こ とが ある」 と い う実感の もと に 認知 され る 。 っ ま

り、 類似性 ・ 同一性 の 再認が、場所を 「移動 ［置 き換え ］Verschiebung」 させ られ て い る

の で ある。

　そ して 、 フ ロ イ ト に拠れ ば 、 主体 は 、 こ の 時、こ の移動、即ち、既視感の 現象に っ い て、

そ の 「動機 を 、 意識的に は知 らない が 、 無意識的に は知 っ て い る」 の で あ る％ つ ま り、

抑圧 された もの の 再認が別の 場所に 移動させ られ て い る だ けな の だ か ら、 主体は 、 抑圧 さ

れた もの を再認して い る 、
っ まり、 知 っ て い る こ と に な る 。 しか し、 意識 的に知 っ て い る

の で は な く、 黯 細 に 知 ・ て い る の で あ る ． ラ カ ・ は 、
・ の 「鞴 識的蜘 ・av 。i・

inconscient」を
’
t自らを知 らな い 知 savoir 　qui　ne 　se　sait 　pas　

6 ）
」 と表現す る 。

っ ま り、

こ の 知 は 、 自身 に っ い て の 知を欠 い て い る 。 言い 換えれ ば、 欠如 を伴 っ た知 な の で ある 。

こ れ が 何を意味す る の か 、 少 し回 り道 に な るが 、 考え て み よ う。

　 「過去の 状況に似 て い る」 と い う再認 は 、 無意識へ と抑圧 され て 、 ただ 、 類似性の 認知

だ けが 、 「既に 体験 した こ とが あ る」 と い う、 知覚場面 の 誤 っ た再認 の もと に 意 識化 され

た の で あ っ た 。 こ こ で 、 こ の事態を 、 以下の よ うに 図式化 して み よ う。

   
’

  　過 去 の 状況 ・空想

  　現在 の 光景 （状況）

  過 去 に お い て 体験 さ れ た と さ れ る

　 現在 と同 じ光景

　  

「既 視 感」 にお け る再 認 の 関 係図

　こ れ は 、   の 現在 の 光景を攀端とす る、
二 つ の 再認を巡 る関係図式で あ る 。 患者は 、  

の 現在 の 光景 を前 に して 、まず、そ の 光景 に含 まれ る状況がて   の 過去の 状況に似 て い る

こ とを認知す る 。 しか し、 こ の 過去の 状況 、 ある い は 、 そ の状況 に っ ながる空想が抑圧下

に あ るために 、 そ の 再認は抑圧 され 、 類似性の 認知だ けが 、   の 光景に お け る 、 不明な過　　　　　 N　　　N
去の体験の 反復 と して 意識され る 。 っ ま り、  

一
  の再認関係が 、   一 

’

の 再 認関係 へ

と 「移動 され る ［置 き換 え られる］」の で ある
。

　こ こ で、再認関係 と呼んだ もの を、ラ カ ン に倣 っ て 、「知 savoir 」 と呼ぶ こ と に しよ う 。

 
一
  の 知が 「無意識 の 知」で あ り、  

一
 

’
の 知が 「既 に知 っ て い る」 と い う、 偽再認

の 意識的な知で あ る 。 そ して 、 両者の 関係 は 、  
一
  が 、   一 

’
の 前提 で ある こ と

、 後
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者は、前 者 によ っ て 初め て 可能 であ るこ と、また 、 後者 の 、知 と して の 意識性 は 、 前者 の

無 意識性に よ っ て こ そ支え られて い るとい うこ とで ある。 即ち、 
一
  の 意識性 は、 

一

  の 、 無
一
意識と い う、 意識に お け る欠如を伴う こ とで 、 初あて 可能に なる の で あ る 。

一

方が、他方の 置 き換えで ある とは 、 そ うい うこ と で ある％

　 「抑圧され た も の 」、 「無意識的な もの 」 とは 、  
一
 

’
に 対 して

、 常に そ の 陰に あ る 
一

  の こ と 、 ある い は 、 最終的に は 、   の こ とを言 う。 そ こ に在る欠如の こ とを言うの で あ

る。 こ の こ とを踏まえ て 、 上 の 関係図を以下 の よ うに書 き換えて み よ う，

「既に 知 っ て い る」 （  一  ） ／過去の 状況 ・空想 （  ）
一一一

抑圧の 図式 一1

　 こ こ で 、 中央の 「／」は 、 抑圧の 印で あ る 。 従 っ て 、   一 
’
が意識 、 「／  」が 無意 識の

領野を 指す こ と に な る 。 上 に見 た様に 、  一  は、抑圧 され た もの で あ る  の 再認 を 意

識的現象へ と置き換え た もの で ある。 また 、  
一
 

’
は言語 と して 発話 され るが 、   の 認

知は抑圧 の た め に言語化 され な い
。 こ こ で 、 抑圧 、 置き換え 、 言語化 の 三 つ の 機制が 、 実

は 、 単一の 機制の 異 な る側面で ある こ とが窺われる。 「／」 を 、 そ の よ うな 、 単一の 機制を

表す印と しよ う 。 それ に 伴 っ て 、 上 の 式の
、 左辺 の 「知」を一

般化 して S ， （ラ カ ン ）、 右

辺 の 「抑圧 され た もの 」 を原抑圧 に よ るそれ へ と
一

般化 して 、 抑圧 の 印と共 に 「／A 」 （A

は 「他者 Autre」） と し、 以下 の様 に 、 式全体を
一

般化 しよ う。

S・ ／A 　
−一一

抑圧 の 図式 一2

　 ラ カ ン の 言 う 「自らを知 らな い 知」 とは 、 実は 、 フ ロ イ トの 言 う 「無意識 の 知」、我々

の 関係図にお ける 
一
  を指すだけで はな い 。 関係図の  

一
  も、 もは や 無意識 とは言

え な い が 、 や は り、 そ の よ うな知で あ る 。
つ ま り、 「既 に知 っ て い る」 と い う意識 的な 実

感 は 、 自身が何か の 置 き換 え で あ る こ とを知 らな い 。 自己の 出 自を知 らな い の で ある 。 言

い 換えれば 、 こ の実感を抱 く主体 は 、 自己の 由来 ・正体 を、 自分が何 もの で あるかを知 ら

ない
。 即ち 、

こ の 実感 に は、そ の 動機 の一切を知 っ て い るはず の 根本 的な主体が欠 けて い

る の で あ る 。
っ ま り、 意識的な知 の 主体に平行 して 、  

一
  を 、 語 る こ とが 出来な い 仕方

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N　 　 N

で 知 っ て い る主体 、
い わゆる 「無意識 の 主体 sujet 　inconscient」が い る 。 こ の 無意識の主

体 とは、上 の 式 で は、  一 
’

（S2） に お ける欠如 と して の 「／A」 （「他者」 の 場 ） に 位置
　　　　　　 h　　　1　　　N　　　h　　　x　　　へ　　　1　　　N　　　N　　　へ　　　li　　へ　　　1　　　ヘ　　　へ
づ け られ る 、 欠如 の 様相に お い て 存在す る主体 （ラ カ ン の 言う 、

シ ニ フ ィ ア ン の 下に 「消

滅 ・ 死去 した主体」）で あ る 。

　 こ の 、〈欠如の 様相に おい て 知 っ て い る主体〉が 、 フ ロ イ トの 患者で 言え ば、 フ ロ イ ト

に 「転移 七ransfert 」 され 、 知 っ て い る筈の 主体 、 全 き知 にお け る主体 へ と反転 され る の

で あ る 。 そ う して 、 分析家が 円満な主体の 姿を取 っ て 現れ る 。 即 ち 、 「転移」 と は 、 自己

に おける欠如 （「他者」の 場）を分析家 に お ける そ れ に 重ね 、 そ こ に 、 「知 っ て い る と想定

され た主体 sujet 　suppos6 　savoir 」 （ラ カ ン ）と して 、 無意識の 主 体を 具肉化す る こ と な

の で あ る 。

　 こ の 、 全 き知の 主体の 実在 と い う幻想 は 、 「既視感」 と い う偽再認 自体 の 本質 に 、 既 に

見 られ る 。 既視感 と い う、ひ とっ の 実感の 本質 は 、 〈こ の私 の 現在 を 、 既 に 知 っ て い る 何

もの かが 、 私の 中の
、 どこかに い る〉とい うこ とだろ う。

こ れを一
般化すれ ば 、 く私 の 将
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来を 、 運命を既に知 っ て い る何 もの か が 、 ど こ か に い る〉 とな る 。 こ の 、〈ど こ か 〉 の

く知 っ て い る何も の か〉とは 、 や は り、「他者」（／A ） と い う欠如の 場に お け る 「知 っ て

い る と想定された主体」（a） の こ と （a ／A ）で あ る 。

　こ の よ う に 、 転移 も既視感 も （恋愛が そ うで あ る よ う に）、 「／A」 に お ける主体 に っ い

て の 経験、即 ち 、 ラ カ ン の 言 う 「構造的経験 experience 　structurale 」 な の で あ り、
い わ

ば 、 構造的事実にっ い て の 、 ひ とっ の 翻訳な の で あ る （恋愛は 、 「他者」 の 場 に 、 自己 の

失 われ た分身と して 、 無意識の 主体を具肉化 し、こ れ と の
一
体化に よ っ て 、 失われた全一

を回復 しよ うとす るこ とだ と言 え る）。
つ ま り、 こ の意味におい て も、   一 

’
は 

一
  の

「置き換え」な の で ある。　 こ うして 、

一般に 、 S 、が 、 「／A」とそ こ に位置付 け られ る く欠

如の 様相に お い て 在る主体〉の 置き換え で ある こ と、即ち、そ れ らを巡 る 「語り」 で あ る

こ とが窺われ る 。 こ の よ うに 、 意識的な 「知」 の 水準へ と置き換え られて 、 「知 っ て い る

と想定され た主体」 と して 経験 され る と こ ろ の 、 「／A」に お ける く欠如 の 様相 に お い て 在

る主体〉を 、 ラ カ ン の用語を用 い て 「対象 a 」 と呼び （こ の主体が 「対象 a 」 で あ る とい

うの は 、 我々 の 解釈で ある
8）

）、 更 に 、 そ の 本来 の 場で あ る欠如 に位置付けて 、「a ／A 」 と

表現 す る こ と に しよ う。
こ れが、我々 の 〈構造の 式〉で あ る 。 こ の 「構造」が 、欲望の 要

を成すの で ある （こ の ra／A」 を 「も の das　Ding 」（フ ロ イ ト） と呼べ ば 、　S　2 は欲望 に よ

る 〈もの 一
語 り〉で ある）。

　構造的事実 の 実感的体験とい う こ とで 言 えば 、 分析家で あ る フ ロ イ トか ら、 既視感を報

告す る患者を見 る場合 に も同様な こ とが生 じる。 分析家には 、 フ ロ イ トが現 に言 う様に 、

患者が 、 そ の 経験 の 動機を、 どこ か で 、何 らか の 仕方で 、 知 っ て い ると見 える （っ ま り、

患者 と分析家 の 両者 の 間で 、「知 っ て い る と想定 され た主 体」が機能す る の で あ る 。 即 ち 、

二 者 の 間の
一

っ の 欠如が 、 あ る い は 、 そ の 欠如 を 「他者」の場 とす る 「構造」が 、
二 者を

結ぶ 「関係」を成すの で ある 。 こ の 意味で 、
二 者関係は 、 ラ カ ン が言 うよ うに 、 常に 、

「他者」を加 え た三 者関係で ある）。 しか し、 フ ロ イ トは 、 こ の 時、 患者は 「意識的 には知

らな い が無意識的に は知 っ て い る」 と い う言 い方 をす る 。 転移の 中に い る患者 は 、 分析家
　 　 N 　　 N　 　 N

が 、 実際に 、 自分 の 病気の 秘密を知 っ て い ると見 なすの だ が、他方 、 フ ロ イ トは 、 自分の

前にある の は、自己知 を欠 い た ひ とつ の知 （ 
一
 

’
）で しかない こ と 、 言 い 換 え れ ば 、

主体を欠 い た知 しか な い こ とを承知 して い る の で あ る 。
こ こ に は、主体 の 捉え方 の微妙な

差が ある 。

　商者にお い て 共通する こ とは 、 主体 とは 、
こ の 知に こ う し て 常に 伴 っ て い る 欠如 （「他

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 　　　N

者」 の 場）に こ そ、想定 される もの だ と い う こ と で あ る 。 そ して 、
こ の 欠如の 場 に、知 っ

N　　ヘ 　　へ　　s　　N　　s　　N　　k　　x 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ 　　 へ　　 x　　へ　　） 　　
ヘ
　　
ヘ
　　
ヘ
　　
へ
　　

N

て い る と想定され る （想定す る supposer ＝ 下 に 置 く） こ と に お い て こ そ 主体 （sujet ←

　　　　　　　　　　　　　　　　 N　　N　　へ　　N　　N

subjectum 下 に 置かれ て あ る もの ）は存在す る の で ある
。

こ の 「知 っ て い る と想定され た

主体」 とは、〈欠如の 様相 に お い て 知 っ て い る （あ る い は 、 存在す る） 主体〉 の 言 い 換 え

な の で あ り 、 「想定す る」 とは 、 「他者」 と い う欠如 の 場に 、 即 ち 、 先の 抑圧の 図式で 見れ
　 　 　 　 　 N　　 N　　 へ　 　 N　　 x 　　 N 　　 k

ば 、「／」 の 下に 位置付け る と い う意味な の で ある 。 そ して 、 欠如の 場に置か れ て 在る もの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　h　　　x
と は 、 存在者で もな く、 非存在者で もな い

、 親密な死者の よ うな 、 永遠の 不在者 の こ と で

あ る 。 言L）換え れば 、 「主体」 と は、 「想定す る」（「想定され る」）と い う様態 に おい て 、

っ ま り、 「欲望す る」（「欲望 され る」） とい う様態に おい て 、 そ して 、 こ の 様態に お い て の
　 　 N 　　 N 　　へ　 　 s

み 、 存在す る何 もの か な の で あ る 。 「主体」とは実体 な の で はな く、 こ の 「想 定 す る」 と

い う様態か ら切 り離す こ とが で きな い こ とか ら 、 む しろ、 こ の 様態が主体的 な の で あ り、
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こ の様態に 主体性が ある とい うべ きか もしれ な い
。

　 しか し、こ の
、 〈想定す る と い う様態が主体的で ある〉 とい う表現 は多義的で あ る 。 ラ

カ ン が用い る 「想定する supposer 」 と い う語に は 、
い くつ か の 意 味が 重層 的に 交錯 して

い る と思われ るか らで あ る。 まず 、 先に挙げた原義 「下 に 置 く」、次 い で 、通常 の 用法で

ある 「推量す る ・ 仮定す る （つ ま り、 見なす）」、 そ して 、 最後に 、 法律用語 と して 「真正

と偽 っ て 与え る」で あ る
。

こ れ らは 、 皆 、 「対象 a 」 の 属性が 問題 に な っ て い る と見て 良

い だ ろ う。 ラ カ ン の 言う 「対象 a 」 は 、 根本的に 、 〈欠如 にお い て 在 る対象〉で あ り、 「／」

の 下、 「他者」 の 場 に位置付 け られる もの で ある。 しか し、 例え ば 、 転移 に お い て は 、 分　　　　　　　　　　　　　1　　N　　N　　　
析家が 〈知 っ て い る主体〉 と見な され 、 ある い は 、 恋愛に お い て も、相手が 自己の 〈失わ

れた分身〉と見な され て 、 「対象 a 」 は、具肉化 した 「他者」 と共に実在化され る 。 ま た、

こ の 対象は 、 科学的 、 論理的な思考体系に おい て は 、 そ の 体系の 全体を支え る決定的な要
　 　 　 へ　　 1　 　 N　　 N　　へ
と して 仮定され る 。 これ らの 対象 が、そ の 都度 、 どん なに実在で あ る と見 な され て も 、

い

ずれは 、 他 の対象に取 っ て 代わ られ る こ と は避 けられな い 。 っ まり 、
こ れ らの

、 欲望の 対
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N　　 N 　　 x 　　 N 　　 N 　　へ
象 として の 現れは 、 皆 、 真正を装 っ た 「対象 a 」 の 「見せ か け」で あ る 。

　 「対象 a」 は、そ の都度、実際に 「／」 の 下か ら逃れ出て し まうわけ で は な い
。 そ の 場

は常に変わ らな い
。 た だ 、 「SUPPQser 」の 様態が 、 異 な っ た文脈の 中で 、 異 な っ た意 味に

解釈され る の で あ る 。 そ して 、そ の 都度 、
そ の 〈見な し〉 と い う実在化 の文脈 にお い て 、

こ の 様態 は 、 それな りの 主体性 を担 うの だが
9）

、 こ こ に 現れ る主体 は、自身 が 〈見 な し〉
の 欲望の 中の現 れ で あ る こ とを知 らな い

。
つ まり、 こ の く見 な し〉の範囲を一

歩も越え る

もの で はない と い う こ とを知 らな い
。 転移 、 恋愛、既視感 におけ る主体 とは こ の よ うな も

の で あ る 。 そ れ は 、 先の 図 の 、   一 
’
に お ける主体で あ り、 こ の 主体 は 、 自身 が 、   一

  の 置 き換え で ある こ とを
、 言い換えれ ば 、   一  に お ける無意識の 欲望に貫かれ て あ る

こ とを知 らな い
1°）

。 そ して 、
こ の 無意識の 欲望とそ の 主体 は、分析 にお い て （即 ち 、 事後

的に）、 無意識界 （他界） に 、 「、
／」の 下 に 、 想定 され る しかない の で あ る

11）
。

　回 り道を したが 、 既視感 に おい て 平中に現れた の は 、 「知 っ て い る と想定 された主体」

で ある。 こ こ で は 、 そ れは、人格化 ・主体化され た 「運」に お い て と同様 に、全知 の 主 体

とい う姿を取る の で あ る 。 構造に お ける 「他者」 を巡 る実感で ある 。

　 　 ま り

▽1． 「糞」

　平中は 、 恋に 憔悴 し切 っ て 、 「侍従の 局 に近 い、人気 の ない 廊下に佇ん で い る」。 雨夜以

来 、 侍従の 姿 に取 り憑かれ 、 それを忘れ る為に 、 方々 の 神仏 に祈願 を凝 らすが 、 その 都度、

神仏 の 像が侍従 に 変わ っ て 見 え る有様で ある 。 「も し こ の 姿が何時まで も、 お れ の 心 を立
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じに

ち去 らなけれ ば 、 おれ は き っ と焦が れ死 に 、 死ん で しまうの に相違な い 」。 強度の 緊張 に

曝され 、 死に瀕 した 自我に は 、 日常 の 平穏を回復す る為 の 手段は 、 た っ た一っ しかない と

思われ る 。 「それは何で もあの 女の 浅ま しい 所を見 っ ける事だ 。 侍従 もま さか天人 で は な

し、 不浄 もい ろ い ろ蔵 して い るだ ろ う」。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は こ

　そ こ へ
、 侍従 の 局の 女 の童 が通 りか か る。 「何か筥を隠 して い る の は 、 き っ と侍従の し

　 ま
・b

た糞を捨て に 行 く所に相違ない
。 ［…］突然平中の 心の 中に は、或大胆な決心 が、稲妻の よ

うに 閃き渡 っ た」。 平中は 、 筥を奪 い 取 り、 空き部屋 の 中に
一入閉 じ こ もる。 震え る手 に 、

じ っ と筥を眺め る間 に 、 次第 に 、 周 りが 「霧 の よ うに消 え始め」、 「もう今で は 昼 か夜か
、
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それ さえ平 中に は判然」 しな くな る 。

　すべ て が遠の い た 中に、精巧 な蒔絵の 、美 し い 筥だ けが 「は っ きり空中に 浮き出して い

る」。 平中は 、 躊躇す る。

「おれの 命の 助か る の も、侍従 と一生の 別れをす る の も、皆 こ の 筥に 懸 っ て い る 。 こ

の 筥の蓋を取 りさえすれ ば 、 　　 い や 、 それ は考え もの だ ぞ。 侍従を忘 れて しま う の

が 好 い か 、 甲斐 の な い命を長 らえ る の が好 い か 、 おれ に は どち らと も返答出来な い
。

　 　 　 　 　 じに

た とい焦がれ死をす るに もせ よ、こ の 筥の 蓋だけは取 らずに置 こ うか ？……」

　蓋
一
枚を隔て て 、命と死が対立 して い る 。 蓋を取れ ば 、 平中の 「命」 は助か り、 取 らな

ければ、平中は 「焦がれ死をする」 の で ある 。 命か死か と い う問題 は 、

一見す る と、 選択

の 余地 はな い か に 見え る 。 しか し、
こ こ で は 、 命の 選択は 、 幻滅 ・失望を 、 即ち 、 欲望 の

消滅 を、従 っ て 、 生 き甲斐 の な い 命を意味する の で あ り、 他方 、 死の 選択 は 、 焦が れ死を 、

即ち 、 激 し い欲望 に支え られ た 、 充実 した死を意味す るの で ある
⊥

％ つ まり 、 あの 雨夜以

来、 侍従 の 姿に 取 り憑か れ て 、 極度 の 憔悴 の 中で 、 何 とか 自分を取 り戻そ うと苦悶 しっ っ

　　　　　　 x　　N　　h　　1

も、平 中は、ど こ か で 、こ の 上 もな い充溢を味わ っ て い るの で ある 。 こ の 選択の躊躇に は 、

欠如を 、 自身が受けた傷と して 苦 しむ 「自我」 と 、 そ の欠如の 只中で 、 そ の 欠如 に原初的

に 内在す る緊張に 曝 され なが ら、 それを 、 即ち 、 焦が れ死を享受す る何 もの か が い る 。

　 こ の両者の せ め ぎ合 い で 、 見か け上 、 勝利を収 め る の は 、 傷 つ け られた 自尊心 、 即ち 、

自我で ある。 「あの 雨夜を忘れ た の か ？　 侍従 は今もお前の 恋を嘲笑 っ て い る か も知 れ な

い の だぞ 。 生 きろ 1 立派 に 生 き て 見せ ろ ！ 侍従の 糞を見 さえ すれば、必ずお前 は勝ち

誇れ る の だ」。 こ の 、 怨み と復讐 の声を上 げる自尊心 の 前 に 、 焦が れ死 を享楽する何 も の

か は、平 中の 恋 を嘲笑 う侍従と して 現れ て い る 。 平中は 、「気違い の よ うに 」蓋を取 る 。

　する と、 「匚
…
コ夢の よ うに 、 丁子の 匂い が鼻を打 っ た 。

こ れが侍従 の 糞で あ ろ うか ？

い や 、 吉祥天女に して も、 こ ん な糞 はす る筈が な い 」。 平中は 、 そ っ と 「水」 を啜 り、 底

に沈ん で い た 「二 寸程 の物」を っ まみ上 げて 噛み しめ て 見 る 。 「す る と歯 に も透 る位 、 苦

味の交 じっ た甘 さがある 。 そ の 上彼 の 口 の 中に は、忽 ち橘の 花 よ りも涼 しい 、 微妙な匂い

が
一ぱ い に な っ た」。

　作者は 、 こ こ で 、 「侍従は何処か ら推量 したか 、 平中の た くみを破 る為 に 、 香細工 の 糞

をつ くっ たの で あ る」 と打 ち明ける 。
っ まり、 例 の

、 平中 の 「胸算用」を見透か して しま

う 「皮肉な運 の や つ 」 と同 じ様に、侍従 は平中の 企 て の 、常 に先 を越すの で ある 。 こ こ に

は 、 我々 の 自我の あ らゆ る企て に 対 して 、 常に 、 既に 、 先行す る何も の か と い う概念が あ

る
L3）

。

　 こ の 、〈常に 、既 に、先行する何 もの か〉 と は 、先の 我々 の 関係図で 見 れば、  一 
’
を

自我 と した場合の  
一
  に相当す る。

つ ま り 、 それ は、無意識の 主体が位置づ け られる場、

ある い は 、 抑圧 され た もの 、 知に お ける欠如 、 更 に は 、 根源的な存在欠如が位置づ け られ

る 「他者」の 場 の こ とで ある 。 関係図に 関 して 、こ の 〈先行す る〉 とい うこ とを、我々 は、

「前提」 と い う言葉で 表現 した。 言語活動を含む、人間的な営 み の 一切 が、 こ の 根源的な

欠如の 場 （／A）を前提 とす る と考え られ るの で あ る。 即ち、 先 行す る もの
、 常に 、 既に

そ こ に 在 る もの とは 、 抑圧 、 置 き換え 、 言語等の 印 「／」を核とす る 「構造」 の こ とな の

で あ る。
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　 〈先行す る もの 〉 は 、 構造 の 存在 だ けで な く、
い わば構造 自体の 内的力動の 文脈で も考

え られ る 。 先 に 、焦が れ死 に っ い て、〈欠如 に 内在す る原初的緊張〉と い う言 い 方 を した

もの の こ とで あ る 。 開か れ た欠如は 、 自らを閉 じて しまお うとす るの が 、 そ の身上で ある。

フ ロ イ トの 言 う 「死 の 欲動」 と は こ の こ とだ ろ う 。 こ の欲動 は 、 欠如 を ど こ に位置づ け る

か に よ っ て 、二 っ の タ イ プを考える こ とが出来 る。
つ ま り、 フ ロ イ トが、 快感原則に即 し

て 言 うと こ ろ の
、 「内的な刺激緊張を減少させ 、

一
定の度合い に た もっ か 、 また はそれを

取 り除 く傾向
L4）
」 に お い て 、 「

一
定の 度合い に た もっ こ と」（一般 に 恒常原則 と呼ばれ る）

と 「そ れを取 り除 く傾向」 （「涅槃原則」）で ある。 こ の
、 恒常原則と涅槃原則 と の 差 は 、

問題 の 「内的な刺激緊張」 を 、 ど こ に 位置づ けるか に よ る差で あ る。 言 い換えれば 、 こ の

「内的な刺激緊張」を欠如に 内在す る、 自らを閉 じよ うとす る緊張 で あ る と解釈す れば 、

欠如の 位置づ け の 差 に由来する差で ある。
つ ま り 、 欠如 を存在そ の もの に 関わ る も の とす

るか 、 対象 に関 わ る もの とす るか の 違 い で あ る 。

　 「存在欠如 manque 　a　etre」 と い う語 は 多義的 で ある 。 そ れは、文脈に よ っ て 、「存在

者」に 「存在」が欠 け て い る こ と、 ある い は 、 そ の よ うな存在者の 存在 の 仕方 （実存）で

もあれ ば 、 更に は 、 人間存在 （実存）そ の もの が ひ と っ の 欠如に等 しい こ とで もあ る
。

そ

の 、 最後 の 、 存在 と は欠如 の こ と で あ ると い う意味 に おい て欠如を捉えれば 、 内的な刺激

緊張を放 出 し減少させ る 、
つ ま り、 欠如を閉 じよ うとす る傾向と は 、 存在 （実存）そ の も

の を閉 じる こ と、 即ち 、 ま さ し く、 死に 向か う傾向の こ とで あ る 。 但 し、 こ の傾向、 即ち 、

死の 欲動が 、 欠如 （存在） を閉 じよ うとする の は 、 飽 くまで も、 そ れを開 く為で ある 。 っ

ま り、死 の 欲動 は 「生の 欲動」（フ ロ イ ト）に奉仕す る。 そ して 更に 、 生 の 欲動が 〈欠如・

存在〉を開 くの は 、 死の 欲動 が これを閉 じる為で ある 。 こ れ が 、 「二 っ の 未知数を も っ た

方程式
ts）
」 と フ ロ イ トが表現す る 、 欲望に根本的に 備わ る反復性 で あ る

’6）
。 開 く為 に こ そ

閉 じ、 閉 じ る為に こ そ 開 くと い う、 こ の 二 っ の 欲動の 絡み合 い に よ る反復は 、 欠如 を埋 め

る筈の 欲望 の 対象が、当面 目指 された実在的対象で は な く、 そ の背後の 超越 的対象（a ）で

あ る こ との 別の 表現で あ る 。 そ して 、 我々 が 「生 きる」 と呼ん で い る の は 、 こ の 反復 を積

極的に営む こ と 、 特に 、 欠如 の 最中に あ っ て 、 こ れを 閉 じる為に 、 激 し く欲望す る こ とな

の で あ る。 こ の 、 欠如 ・存在 を、 超越的な対象を もっ て 埋め尽 くそ う とす る欲望 の 在 り方

が 、 浬槃原則 と して の 死 の 欲動で あ る。

　 こ れ に対 して 、 恒常原則 と して の 死 の 欲動は 、 欠如を 、 あ る特定の 実在対象 に位置づ け

る 。 こ の 時 、 主体は 、 欠如を 、 自己の 存在そ の もの で はな く、 ある特定 の 対象の 偶然的な

不在 と して 捉え る 。 自己の 存在は 、不問 に付 されたまま前提 され て お り 、 こ の 自己 に と っ

て 、 偶然に選 ばれ た対象が 、 偶然に も欠け て い る の で あ る （従 っ て 、 そ の偶然的対象が 欠

けて い る分だ け、 自己が偶然 に 欠けて い る こ と に な る）。 「内的な刺激緊張」は 、 こ の偶 然

的欠如 に位置づ けられ 、 主体は 、 こ の 緊張 を、多少 の 差 はあれ、努力を、即ち、 犠牲を払っ

て 解消 しよ うとする の で ある 。 こ の姿勢 は、根源的かつ 解消不能の 欠如 を、 偶然的で 解消

可能な欠如に 置き換え る こ とに そ の 本質が ある 。 こ の 「置 き換え」 は 、 「芋粥」 の 五位 の

例 で 論 じた様に 、 「構造」の 強迫に 由来す る 。 こ の 強迫 とは、欠如・存在 に 内在す る涅槃原

則 として の死 の 欲動の こ とである 。

　話を元 に戻せ ば 、
つ ま り、 〈先行する もの 〉とは 、 こ こ で は 、 恒常原則 に 対す る浬槃 原

則 の こ と 、 言い換え れ ば 、 対象欠如に対す る存在欠如の こ とで ある （こ の意味で、い わ ゆ

る 「快感原則」が恒常原則の こ とで ある とすれば
、

そ の 「彼岸」 と は涅槃原則を指す こ と
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に な る）。 こ の結論は 、 先 の
、 〈先行す る もの 〉 と は構造 の こ と で あ ると い う結論に

一致す

る
17）

。

　上 に 述べ たこ とをま とめ よ う。

一方 に、恒常原則 に従 っ て 、 根源的な欠如を無視す る ナ

ル シ ス 、 即ち 、 自我の原理 が あ り、 こ れ に 対し、他方に 、 涅槃原則 に従 っ た根本的な 死の

欲動 、 根本的な欲望が 、 強迫と して 、 常に 、 既に 、 自我 に 先行 し、 これを含み貫 くも の と

して あ る 。 こ の 関係は 、 既に 、 既視感 に つ い て提示 した図式に表現され て い る。 即 ち、  一

 
’
ある い は 、 S，が 自我の 原理 を担うも の で あ り、 「／A 」が く欲望・強迫 〉 の 場 と し て の

「他者 Autre」 で ある。

　こ の 「他者」 は 、 根本的に欠如で ある こ とに おい て 機能す る 。 S 、 が様々 な具体的知 を表

すに対 して 、 「／A 」 は 、 そ れ らの あらゆ る具体知が そ の 周囲に 組織化 され根拠付け られ る、

不易の 中枢に な る とい う点に おい て 、 それ は 「真理 」 の 場で ある 。 しか し、そ こ に は決 定

的 に真理が欠 けて い る と い う限りにお い て 、 そ うな の で ある 。 また 、 そ れ は 、 そ こ に 知が

欠け て い る限り におい て 、 十全な知の 場で あ り、 同様に 、 主体が欠け て い る限りに お い て 、

主体の 場で あ り、 更に 、存在や 神に っ い て も同様 で ある 。
つ ま り、 我々 が ラカ ン 読解の 為

に提案す る く構造式〉を用 い るな ら、 こ の 欠如の 場は a ／A （「a 」 ＝真 理 、 知 、 主体 、 存

在 、 神 。 「／A 」 ＝ 場）で ある 。 先 に述 べ た様 に 、 そ こ は 、 対象（a ）を く欲望する ・想定す る＞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N　　N　　　　　　　　h　　　ヘ　　　　　　　へ　　　N　　　N　　　N　　　　　　N　　　　　　x 　　　　　　　h

と い うこ との 場（／A）な の で あ る 。 即ち、それ らは皆、「／A 」（欠如）に お い て 「a 」を 〈欲
h　 　へ　　 s 　　　　 N 　　 x 　 　 N 　　 N

望す る・想定す る〉 と い う様態 の もと に機能す る もの で あ る （そ して、こ の 時 、 〈欲望す る・

想定す る〉主体が在 る と言 うの で ある）。

　平中 に お ける 〈焦が れ死を享楽す る主体〉 もこ の 「他者」 の場 に い る 。 それ は 、 涅槃原

則 の 〈死 の 欲動 の 主体〉で ある。 自我 の 自尊心 に 対 し て 、 常 に 、 既 に 、 先を越 し、 そ う し

て背後か ら嘲笑を浴 びせ か ける主体で あ る 。 侍従は 「他者」 の場 に い る の で ある。 つ まり、

先 の抑圧 の 図式を応用 して言えば、 自我 の 棲む 〈地上・こ の 世〉に 対 して 、 「／」 で 境界付

け られた他界 と して の 〈天上 ・あの 世〉に い る の で あ る 。 平中の 友人 、 範実が 、 平中を

「天才」と呼ん で、「平中の 心 の 中に は 、 何時も巫 山の 神女の よ うな 、 人倫を絶 した美人の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しょうlt い

姿が 、 髣髴と浮かん で い る」 と言 う様に 、 「遠 い 何物か に 、 悄幌を持 っ た微笑」、 「手近 い
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 　　 x

一切 に 、 軽蔑を抱い た微笑」を湛え た平 中の眼差 しは 、 初 めか ら、 「／」 の 彼岸を見や っ て

い た （っ ま り、見 られ 、 魅入 られ て い た）の で あ る。

　 「他者」 における主体 と して 、 侍従 は 、 平中の 自我を 、 機会に応 じて 、確実 に 、突 き崩

して きた の で ある。欠如を覆 い隠 して い た 自我を食い破るよ うに して 、 そ の 背後に隠 され

て い た欠如 と、 そ こ を場とする死 の欲動 ・ 欲望が現 れ て くる。 最後 の
、 糞 の

一
撃で 、 平中

は 、 完全に 消尽 され た 自我 の 場か ら、 「！1 を越え て 、〈天上 ・ あの 世〉の 対象 （「対象 a 」）

の
、 天上的な実在 と して の 円満な姿 、 天女の 姿と 、 遂に

一
体化す る。

っ まり、死におい て 、

「他者の 欲望」 は見事に成就 され る の で ある。

「侍従 ！　 お前 は平中を殺 したぞ ！」

　平中は こ う呻きな が ら 、 ば た りと蒔絵の 筥を 落と した 。 そ うして 其処 の 床 の 上 へ 、

仏倒 しに倒れ て しま っ た 。 そ の半死の 瞳の 中に は、紫摩金の 円光 に と りまか れたまま 、

てん

娠然 と彼 に ほ ほ笑みか けた侍従の 姿を浮か べ な が ら。

……

　 しか しそ の 時の 侍従の 姿は 、 何時か髪も豊か に なれ ば、 顔 も殆ど玉 の よ うに変わ っ

て い た事は事実で ある。
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　物語 は 、 必然的に か 、 ある い は 、 意図的にか 、 こ こ で 終わ る 。 こ の 物語 に見 られるの は 、

本来、名付 けよ う もな い ひ とっ の 力の 自己成就に よ る 、 人間の 蹂躙で ある 。 平中は 、 与 り

知 ら ぬ
、 あ る い は 、 む しろ、 与 り知 ろうと しなか っ た こ の 力の 犠牲者な の で あ る

。 物語 を

見直 してみれば、 「ち らり」とい う出会い か ら、 手紙の 「見 つ 」 と 「雨夜」 を経 て 、 「糞」

に 至 るまで の 、四 っ の 段階を通 して 、 何 もの か が 、 死 に 向か っ て
一

気に走り抜けた こ とが

分か る （こ の 意味に お い て 、 こ の 物語 は 、平中の 自殺物語 で あ る 。 あ るい は 、 もっ と正確　　　　　　　　　　　x

に言え ば 、 自身 に おける他殺物語で ある）。

　それに 伴 っ て 、物語 の 展開を推進す る 、
い わば 、 構造 的な場面は 、 そ の 構造 の 二 重性 を

帯びて い る 。 例え ば 、 あの 筥 を震 える手 に掲げなが ら、 「生 きろ ！ 立派に生きて見せ ろ U
と平中が 叫ん だ時、 平中の 口 は 、

一
体 、 誰 の 誰に 対す る言葉を叫ん だと言うべ きだ ろうか 。

自我が 、 平中の 自尊心 に 訴え た の か 、 そ れと も、「他者」の 欲望が平中の 主体性 に 呼 びか

けた の だ ろうか 。 〈強迫 ・ 死の 欲動〉 を言葉に翻訳すれ ば 、 「生 きよ、欲望 せ よ」 とな る の

だか ら （表現が 重な る と い う点が 、 こ の 二重性を帯びた事態 の 微妙さを表 し て い る）。 し

か し、 死の 欲動 の 「立派に 生きて 見せ ろ」 とは、「焦がれ死せ よ」 の こ と、 即 ち 、 「死 を生

きよ」 の 意味で ある。 そ う して、平 中は蓋を取 っ た 。 こ の 行為も、 自我の 原理が勝 っ た ゐ

だ とは言 い切れな い。死 の 欲動の 主体 、 「他者 （に お ける主体）」は 、 筥の 中身を知 っ て い

たか らで ある。こ う して 、 涅 槃原則 と して の 死の 欲動 は、平中 と い う人格を食 い 物 に しな

が ら、 そ の 死に お い て 自己を成就す る 。 平中の 人格の 蹂躙の 陰で 、 死 の 欲動 の 主体 （「他

者」）が享楽 した の で ある 。

W ．平中とオイディ プス

　
一

っ の人格を犠牲に して 、 「他者の 欲望」が成就す る物語の 典型 は、 オ イ デ ィ プ ス 王 の

神話だろ う。
こ の 物語に お い て 、 常に 、 既 に

、 全 て を知 っ て い た の は 、 神託 を下 した神 で

あ る。 オ イデ ィ プ ス は 、 自 らは何 も知 る こ とな く、 ただひた す らに 神の欲望を実現 して ゆ

く。 父殺 しと母 と の 近親相姦の 事実を知 っ た後 、
ソ フ ォ ク レ ス の 『コ ロ ノ ス の オ イデ ィ プ

ス 』 で は、や は り神託に よ っ て 決め られ た まま に 、 こ の 地に お い て 死 ぬ
。 死 に至 るま で 、

「他者 の 欲望」が 実現 され て 行 くと い う点 で は 、 平 中の 運命 と同じで あ る 。 しか し、 オ イ

デ ィ プ ス は、平 中が 自分の 恋 を嘲笑 う侍従を怨ん だ の と同様に そ の 直前 まで神を呪い っ っ

も、死 におい て は神と和解 し、 神に よ っ て決め られ て い た死 で ある とは言え 、 主体的な死

を死ぬ の で あ る 。 しか し、 主体的な死を死 ぬ と は、ど うい う こ とだ ろ うか 。

　オイ デ ィ プ ス の 身に 降 りかか っ た災厄 の
一切 は、神 の 欲望 した も の だ っ た 。 そ れ を知 っ

た と き、 オ イ デ ィ プ ス は、神 と、人間の 運命を呪 う。 神を呪 うと い うこ と の本質 は 、 神 の

実在化を意味す る。 それ は 、 先に述べ た様 に 、 「知 っ て い ると想定 され た主 体」 の 実在 化

で あ る 。 実在す る神が 、 人間は知 り得な い が事実的で ある享楽を味わ うと され る の で あ る
。

そ れは 、 自我 の 原理 で ある 。 神に せ よ 何に せ よ 、 自己を越え た 「他者」 を呪 うの は自我 な

の で ある 。 しか し、 こ の 神 と和解 して 、神が導 く死 へ の 道を 、 自ら進 ん で 辿 る こ とは 、 神
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ　　　k 　　　N　　 　へ

の 欲望 とそ の 享楽を 、 「他者」 の 場に お い て 、自 らの 欲望 と享楽と して 受容する こ とを意

味す る 。

　だ が、先 に見た様に 、 抑圧 の 壁 「／」 は泱定的で あ る 。 こ れを越 え て
、 人 間主体が 「他

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s　　N 　　x 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　へ　　 N　　 N

者」に お け る死 の欲動の 主体 とな るこ とは出来 な い
。 そ れは 、 必然的に死を意味する の で

N 工工
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ある 。 構造を生 きる我 々 に と っ て 、 「／」 を越 え て 、 欲望 ・享楽 の 主体と
一

致する こ と 、 そ

うして 、「対象 a 」 と の一体化を成 就す る こ とは、自我の 全面的 な消尽 と共に 、 他界で あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　N 　　　N　　　N
る 〈天上・あ の世〉に渡る こ と 、

っ ま り、 「死」を意味す るの で ある。 平中の 最後 は これ で

ある 。 自我 の 消尽 と共 に 、 そ れまで 、 地上的な人格 の 背後 に垣間見 られ る しか な か っ た天

上の 「対象 a 」が、直接 に 、それ自体に おい て 、そ の 完全無欠な姿 をま ざ まざ と現 す の で

ある。 「侍従 ！　 お前は平中を殺 した ぞ ！」 と い う 「呻き」 に は、「／」 を越 え よ うとす る

瞬間の 、 死に ゆ く自我 の 叫びと 、 彼岸に お け る欲望主体の 享楽 の 声とが交錯 して い る の で
　　　　　　　　　　 1　　N　　h　　s

ある。 こ の 事態が死 を意味す る こ とを、芥川 は示 して い るの で ある
IB）

。

　芥川が示 して い る の は 、 天才の 運命で あ る 。 天上 の 存在に 取り憑か れ た者 の 欲望は 、 死

を もっ て しか充 た さ れ得な い と い う こ と で ある
。 天才の 欲望と は 、 「他者 の 欲望」で あ り 、

「他者の 欲望」 は 、 オイ デ ィ プ ス の 神 の 欲望が そ うで ある様に、 禁 じられた対象 （「／」 の

彼岸 の 「対象 a 」） と
一

体化 する為 に （した為 に）地上 の 存在で あ る 自我 を滅ぼ そ う とす

る根源的な欲望 で ある 。 しか し、平 中は、己の 欲望 の 真実 を知 らぬ ままに 、 徹頭徹尾 、

「他者の 欲望」に振 り回 され た の で あり 、 そ の死 は 、 決 して主体的に受容 され た もの で は

な い
。 で は、 オ イ デ ィ プ ス の 死が 、 主体的 に受容 され て い る と はど うい う こ とか 。

　死を受容 するとは、「／」を越 えて 、そ の 彼岸に おい て 、欲望 ・享楽の 主 体 とな り、 「対

象 a 」 と一
体化す る とい う意 味にお い て 死ぬ とい う こ とで はない

。 それ は、ひ とっ の 、立
　 　 　 　 N　　　N　　　N　　　N 　　　s　　　N　　　h　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　x 　　　　　　　　　　N 　　　N 　　　N　　　　　　N 　　　　　　N 　　　N　　　N 　　　N

脚点の 、 ポ ジ シ ョ ン の 転換の こ とで あ る 。 ポ ジ シ ョ ン の 転換 は 、 現実に 「／」 を越え る こ

とを意味 しな い。オ イ デ ィ プ ス で言 えば、 自身の運命 を知 っ て い た の は、そ して 、そ の 運

命を欲望 し享楽 した の は 、 神で はな く、 自分自身で あ っ た と 、 神と
一

致する こ とな く、 認

め る こ と、 言 い 換え れ ば 、 実在 と して の 神を 「／A 」 の 場に 引 き戻 し、 自身 の 根 源 に お け

る、飽 くまで も 「想定 された （下に 置か れた）主体」 とする こ と 、 即 ち 、 「／A 」 と い う欠

如 を 自己 の 実存と欲望 の 根源的な場 と し て 引き受 け る こ と、そ して 、そ の 場 に走 る 、 そ の

場を閉 じん とする死 の 欲動を 、 自己 の 欲望 の 根源を成す もの と して 引き受 ける こ とである。

　神を 呪 っ て い る間は 、 オイ デ ィ プ ス は 自我の 原理 に ポ ジ シ ョ ン を置 い て い る 。
っ ま り、

自身の 欠如 の 根源性を無視 して い る 。 自分 の 欠如 （不幸） は 、 神の 悪意に よ る 、 無 くて 済

んだ筈の欠如 と して捉 え られて い る。 「呪 う」とはそ うい うこ とで あ る 。 オ イ デ ィ プ ス が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k　　　へ
死ぬ 死 とは 、

ポ ジ シ ョ ン の 転換が意味す る 〈自我の 原理 の 死〉 の こ と
、 即 ち 、 主体的に 選

択 され る死 の 欲望 が含む 、 自我の 消尽の こ と 、 換言すれ ば 、 「内的な刺激緊張」 の ゼ ロ に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N　　ヘ　　へ
至 るまで の放 出と、 更に 、 こ の放 出の反復の こ とで ある 。 即 ち 、 そ れは 、 主体化 と い う、

へ　　　N　　　N　　　N　　　N　　　x
生 き られ る死 の こ とで あ る。 それ は 、 あ の

、
フ ロ イ トが 「快感原則 の 彼岸」 にお い て 論ず

る 、 糸巻 き遊び をす る
一
歳半の 子供が した こ とで あ る 。 こ の 子供は 、 母に お け る見知 ら ぬ

「他者」、 欲望す る 「他者」 を 、 自身 の く他者＝欠如〉 と して 受 け入れ 、 こ の 場 を 、 自身 の

欲望反復 の 場 （即 ち、生 の 場） と して 制定する こ とを も っ て 、母 の愛 とい う自我 の 原理 か

ら自立 し、 「主体」 とな っ た の で あ る。 そ れ は、ひ とっ の 、死 を生 きる生で ある。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 　　 N 　　 へ　　 s 　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　li　　 へ

　平中の 「死」 は 、 「他者 の 欲望」 の 成就が論理 的に 「／」 の 越境を意味す る と い う、 意 味
ヘ　　　ヘ　　　へ　　　N 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　h　　　N　　　N　　　N　　　N

された死 で しか な い 。 そ れは、オ イ デ ィ プ ス の 様に 、 生 きられ た死で はな い 。 そ こ に は 、

死を生 きる こ とが主体的に選択され る と い う、ポ ジ シ ョ ン の 転換 は起 きて い ない
。

っ ま り、

そ の 死は 、 オ イ デ ィ プ ス の 死 の 様に は 、 生産的で はな い 。オ イデ ィ プ ス の 死 の 場所は 、 そ

の後、ア テ ナ イ の 国を守 るべ き秘密の 宝 と して 、 唯
一
人そ の 死を看取 っ た テ ーセ ウ ス王か

ら、 代々 の 王に 、 言葉を使 う こ とな く教 え伝え られ る 。 そ れ 自体 は 、 非言語 ・ 非論理の 場
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とな っ て 、 言語 と論理の 王国を守り続け る真理 の 場となる の で あ る。
っ ま り、 継承 ・反復

の 中に、そ の 死 は生 きられ る の で ある 。

結び

　芥川の こ の作 品が 、 ラ カ ン 的な 「構造」を核 として構成 されて い る こ とに疑 い はない
。

特に 、 主題 の 中心 とな っ て い るの は 、 自我と 「他者」（地上 と天上 、 こ の 世 とあ の 世） の

間 の 境界 、 我々 の 図の く抑圧 の 壁〉 、 即 ち 、 「／」が担 う意義で あ る。 作 家の 視 線 が 「／」

に注が れて い るとい うこ とは 、 作家 自身の 立脚点、
ポジ シ ョ ン が、 そ こ に在る とい う こ と

だ ろ う。 しか し、 作家自身 の ポ ジ シ ョ ン を論ず る仕事は 、
二 つ ばか りの 作品 の 分析で は 、

充分に は な されな い だ ろ う 。 我々 に 出来 る こ とは 、 二 作品の分析 を終え た現在 に お ける、

若干 の 見通 しで ある 。

　芥川 は 、 強迫 に よ っ て 欺瞞へ と逃避 した五位の 欲望を 、 「い じら しい 」 と言 っ た 。
っ ま

り、 幻想を追い求め る人間の 欲望 の 愚か さが い じら しい と言 うの で あ る。 先行 する拙論で

は 、 「世 の 中す べ て の 本来の 下等さ」 に つ い て 、 世間が 、 構造 と い う人間の 宿命を 、 自身

が それを負 っ て い る こ とを自覚す る こ とな く、 他人に お い て 嘲笑 う下等さ と解 したが、そ

れ 以外に も 、 こ の構造 と い う人間本来 の 宿命 の 愚か さそ の もの を指す とも解釈 で きる だ ろ

う。 す る と、 無位の 侍 （恐 ら くは作者）が 、 五位 に っ い て 感 じる 「一味の 慰安」 とは 、
こ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x 　　へ　　 N 　　へ　　 N 　　 x

の 下等な人間 の宿命そ の もの に っ い て の 、ひ とっ の 受容を意味す る こ とになる 。 件の 拙論

で 、 構造的宿命 の 悲惨に対す る憐れ み と呼んだ も の で あ る 。

　五位 の 欲望 の 対象は 、 芋粥そ の もの で はな く、 そ れ が纏 っ て い た幻想性に こ そ あ る 。 こ

の 物語の 顛末 は 、 そ の
一

切 が 、 そ の点 に こ そ 懸か っ て い る 。 幻想性 は、超越性 として 、 地

上 で は な く、 天上に 位置づ け られ る。
そ れ が

、 あ らゆ る人間の 欲望 の 在 り方で あ る 。 そ の

よ うに欲望を駆 る の が 、 何人 も免れ得な い 構造の 強迫で あ る 。 「周 囲の 軽蔑 の 中 に 、犬 の

よ うな生活」 を続 けて い る五位が 、 芋粥 に 「異常 な執着」を持 ち、 「そ の 為 に 、 生 きて い

る と云 っ て も、 差支な い程で あ っ た」 の も、
そ の せ い で あ る。 欲望 の 強迫 と幻想が 、 我 々

人間の 宿命で あ る。 それ が 、 はか な い 幸福と 、 根源的な不幸の 原因で あ る 。 そ れ を 、 憐 れ

み を も っ て 受容す る こ とが 、 人間 に残 され た唯
一

の 生 きる道で あ る。 そん な声を 、 我々 は、

先 の 「芋粥」 の 分析で 聞い た 。

　 〈憐れみ を もっ て受容せ よ〉 と言 う声 は 、 平中の物語に も響い て い る。 幻想を天女と し

て 垣間見て い た平中に と っ て 、 そ の 欲望 の 成就 、 天女 と の 逢瀬 は 、 天女 の位置づ けられる

べ き天上、あ の 世で しか な され得な い 。 それ は、論理 的に 死ぬ に等 しい。 こ の 天才平 中 の

運命 も哀 れだ が、「平 中の 不幸 な の は 、 云わば天才なれば こ そ だね 。 ［
…

］と に か く仕合に

な る為に は、御 同様凡人が一番だよ……」 と言 う範実 、
つ ま り 、 凡 人 に した と こ ろ で 、 五

位の運命は免れ な い だ ろ う 。 要す る に 、 人間で ある以上 、 天才で あろ うが凡人で あろ うが、

欲望の 強迫 と幻想 に棲 まわれて い る の で あり 、 欲望が分断する地上 と天上 の 間に 、 ど っ ち

っ かず の まま、宙吊 りに され る しか な い の で ある 。

　 こ の 、 地上 と天上の 間に 引き裂か れた まま 、 宙吊 りに され る と い う運命 は 、 芥川が 、 死

の 直前 ま で 書 い て い た 「西方の 人」、 「続西方の 人」に 、 キ リス ト論 と して 現れ て い る
。 芥

川 に と っ て の イ エ ス は、「何 か彼 自身の 中にあ る もの は天国 を見せ ずに は措か なか っ だ
9）
」

の で あ り、 「聖霊の 子供た ち」 （35）、 即 ち 「天才」 （続22）の
一

人で あ っ た 。 っ まり、 イ エ
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ス は、人 々 に 、 天国 、 「何か美 しい もの」 （35、 続22）を垣間見 させ る 、 天才的な 「ジ ャ ア

ナ リス ト」（続22）で あ っ た 。 そん な イ エ ス 自身が神格化 された の は 、 後世 の
、 「心 を燃 え

上 が らせ る ク リス トを 求めずに は い られ な い 」（続22）人 々 の 欲望に よ る と、芥川 は言 う

の で ある 。 「何か 「永遠 に 超え よ うとす る もの 」」 （35） と い う、 人間性に 本来備わ っ た幻 想

性 、
つ ま り欲望を も っ て 、

キ リス ト教成立を解説 し て い る の で あ る 。 そ して 、 イ エ ス の 死

に つ い て 、 そ の 十字架を 、 「天上か ら地上 へ 登 る為に無残に も折れた梯子」（36） と表現 す

る。

　 こ の 一文に つ い て 、 「地上か ら天上 へ 」 の 誤記 で はな い か とい う議論が あ っ た ら し い 。

こ れを、芥川 の 「失錯行為」 と取 ると、両方 の意味に な る。
っ ま り、 イ エ ス は 、 結局、 天

上 に も昇れず 、 地上 に も残れず 、 短 い 一生 を終え た とい う こ とにな る。 天上は幻想 で ある

限 り、既 に 、 天上へ 登る 二 と に は 、 事の 初めか ら失敗 して い る 。 と言 っ て 、地上 に は、強

迫 の 為に残れない の で ある 。 こ の 、 天 と地 の 間に 宙吊 りに な る と い う運命 は 、
パ ス カ ル が 、

「我々 は 、 幸福 の 観念は持 っ て い るが幸福に はな れず、真理 の 像は 感 じる こ とが 出来 る の

に虚妄 しか得 られな い
。 完全 に無知 で い る ことも、確実 に知 る とい うこ とも出来 な い

2°）
」

と言 う、「原罪」 （ibid．）に よ る 「自然 ・ 本性の 腐敗」 （ibid．，及 びB60，　 L6）の こ とで ある。

　地上 と天上 の 間に 引き裂か れた まま 、 宙吊り に さ れ る と い うこ と は 、 地上 と天上 の 間の

　 　 　 　 　 　 　 　 ｝　　 へ

落差 に表現 され る緊張 に 、 死 の 欲動に 曝 され る と い う こ とで ある。
パ ス カ ル は 、 こ の 原罪

に よ る堕ts21）

とい う 、 根源的な人 間の 運命を常 に 明晰 に意識せ よ と 、
つ ま り、 神 の 存在 に

賭 けよ 、 神に 祈り続けよ と説 い た 。 強迫 に 、進ん で 曝 されよ、 しか も、 曝 され続けよ と 、

欠如 の 受容を説い た の で ある
22）

。

　芥川 も、 宙吊 り の現実を強 く意識す る こ と に お い て は 、
パ ス カ ル に 劣 ら な い

。 しか し 、

恋 に焦が れ死 しそ う に な っ た平中の よ うに 、強迫 に 曝 された挙 げ句 、 「神経衰弱」 に な っ

て い た の で あ る
23）

。 芥川 とパ ス カ ル の 差は何だろ う。 我々 はそ れを理解する 為に 、 構 造 に

お ける ポ ジ シ ョ ン の 差 を 、 即 ち 、 根源的な欠如 の 受容 の 如何を問題 に した の だ っ た 。 しか

し、まだ、そ の 議論 は決 して 充分 な もの で はな い 。 芥川 に お い て も、 こ れ ほ どに も鋭 く構

造に迫 りなが ら、 欠如の 受容とい うこ とが洞察 困難で あ っ たか らこ そ 、 自殺 に 至 っ た の だ

ろ う。 我 々 が今後の 課題 とす る所以 で あ る
2
％

1）本稿 は、芥川 の 「芋粥」 を扱 っ た拙論 、 「芥川龍之介 「芋粥」 の 構造」（明星大 学人 文学 部研

究紀要 no ．40、 2004年 3 月） の 続編で あ る 。

2）芥川 の 引用 は、全て 、新潮文庫版に 拠 る 。 下線に よ る強調は引用者 。 以下同様。

3） しか し、平中は 「神女1 の 姿を 「世間 の 女」 に 見よ う として い る とい う範実の 言葉 に も窺え

　る様 に 、平中に お い て は、対象自体は天上 の そ れ で あ る に も拘わ らず （「天才」 で あ る所 以 は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N

　こ こ に あ る）、そ れ が垣間見 られ る場を地上 で あ る と取 り違 え て い る （こ の こ とが、「Don

Juan」 の ポ ジ シ ョ ン の 定義 と な る だ ろう）。 こ の観点で見れ ば 、 平中の顛末は 、 対象が 、 「他

者」 の 手 に よ っ て 、い わば強引 に 、 本来 の 場に戻され る物語で ある と言え る 。 「強引に 」 と言

　うの は、後 に 詳 しく見 る様 に、やはり、そ の 場の 欠如性は受容さ れ な い か らで あ る 。

4 ） フ ロ イ ト
、 「日 常生活 の 精神病 理 学」、 『フ ロ イ ト著作集 4』、 人文書院、pp．225−226。及び、

「精神分析治療中に おける誤 っ た再認識 （「す で に 話 した 」） に つ い て 」、 「フ ロ イ ト著作集 9』、

人文書院、pp．11e−111。
5） フ ロ イ ト、前掲 「日常生活 の 精神病理学」、p．219，
6）Jacques　Lacan ，　S6minaire　XX 　Encore，　 Seuil，1975

，
　 p．88．

7） 
一
 
’
に 意識性 があ る の は、  とい う審級 か らの 「視線 regard 」 が あ る為だ ろ う 。

つ ま り、

  一  と い う始原的な距離 （差異） の 為だ ろう。 視線 は  か ら来 る の で ある 以上 、   が位置付
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　 け られ る他界 （「他者」）は 、 あ らゆ る対象化を保証す る最終 の 審級 で あ っ て 、 こ れ 自身は対象

　 化不能 （無意識）で なけ れ ばな らな い 。

8）対象を巡 る欲動に お い て 、そ の 主 体と対象 を 切 り離す こ とが で きる だ ろ うか 。
こ こ で は 、 主

　客の 区別 の 論理 は破綻 して い る
。

ラ カ ン が随所で援用す る メ ビ ウ ス の 帯で言え ば 、 こ の 帯に は、

　裏表が あ る と同時 に な い 。一
周す る と、出発点 の 裏に来 る 、

っ ま り 、 出発 点は対象化 され る

　（  一 
’
の 欲望に お い て、「他者」 に おけ る 主体は 、 対象と して 実在化 され て い る）。 しか し、

　 もう
一

周すれば、出発点に戻る 。 裏表がな い こ とを知る に は、二 周 しな ければ な らな い 。

　　A ，a ，　 S　 barrEなど は 、 文脈 に よ っ て 、そ の 意味す る もの が変わ る （ラ カ ン ）。言い 換え れば 、

　 それ らの 文脈が交差する地点を、そ れ 自体 で は意味を持た な い 文字 で 表 した もの で あ る （あ る

　 い は 、 こ の交差点は穴 （失わ れ た文字） で あ り、 こ の 穴を文脈 ご と に表現 す る文字で あ る）。

9）〈主体を 、 知 っ て い る と 、 存在する と 見 な す〉 こ と は、　〈神 は実在す る 一私 は実在す る〉 と

　表現で き る 。 「他者」 の 場に お け る主体を どう捉え るかは、まさ しく、 自己 に お げる 主体 の捉

　え方に他な らな い か らで あ る。 特 に 神を信仰 して い な くて も 、
っ まり、 そ の 自覚がな くて も、

　 自己 の 実在を疑わ な い 限 り、人 は、既 に 、神 の 実在 を信 じて い る 。

10）先 の 再認関係 の 図 で 、 
’
と   を 結 ん で  

一
 
’一

  として や れば 、   一  が   一 
’
を含 み

　貫 くこ と が図式化 で きる 。 っ ま り、 〈他者 の 欲望 ・死 の 欲動〉が幻想の 欲望を含み 貫 くの で あ

　 る 。 こ の 時、  一  に 自己を位置付 け る主体 に と っ て は 、   一  の 欲望 は、ま さ し く、見知

　 らぬ 「他者 の 欲望」 で あ る。
11）そ して 、 こ の 想定 自体が、再び、 「想定」 で しか な い 。 っ ま り、そ れ は、 

一
  上 の 幻 想的

　 な 欲望を越 え る こ と は な い
。 しか し、 この 欲望は、精神分析を経て 、つ まり、事後性 とい う隔

　 て （「／」 の 時間的な現 れ） を も っ て 、 言わ ば 、 メ ビ ウ ス の 帯を 二 周 して い る 。 即 ち、自身 の 始

　原 に お ける出発点 に戻 っ て い る の で あ り、 そ こ に 、 何もの か が存在 し た痕跡 を 認 め て い るの で

　 あ る 。 っ ま り、こ の 想 定 は
、 原義に おけ る そ れ 、 「下に置 くこ と」 な の で ある。

12）平中 は、 こ こ で
、 生 と死 の 意義が逆転する よ うな境に立 っ て い るの で あ る。 こ の 境界 とは、

　先 の 既視感 の 図 に お け る抑圧 の 印 「〆」 の こ とで あ る 。

一
枚の 「蓋」 が こ れ を 象徴 して い る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　li

13） こ の 、作者 に よ る 「侍従 は何処か ら推量 し た か …
」 と い う大団 円の 解説 は興味深 い 。 こ れ は 、

　侍従 の 「糞」 が、恋 い 焦がれ る平中に と っ て 「対象 a 」 で あ る こ と、即 ち、まさ しく香細工 と

　 して 現れ るとい う こ とと同時に 、 こ の 現れが 、 そ の 背後か ら、他者 「／A 」 の 、常 に 機 先 を制

　す る力 （他者 の 欲望） の 介入を受けて い る とい うこ と （っ ま り 「a ／A 」）の 、見事 な 芸 術 的直

　観 の 表現 だ か らで あ る 。 糞を香細工 と して現 しめ る の は 「他者 （侍従） の 欲望」 な の で あ る。

14）フ ロ イ ト、 「快感原則 の 彼岸」、 『フ ロ イ ト著作集 6』、 人文書院 、 p，187，
15） フ ロ イ ト

、 ibid，，　p ．188．
16） こ の フ ロ イ トの 二 っ の 欲動概念を巡 る我 々 の 解釈 は 、 拙論、「構造 と反復」、日本 ラ カ ン 協会

　編 『1．R ．S．一ジ ャ ッ ク 。 ラ カ ン 研 究一
』 no ．2、 2003で 論 じ た 通 りで あ る 。

17）即ち、「芋粥」 に つ い て の 論述 で 述 べ た様 に 、存 在欠如 に 由来 す る 強迫 は 、 対象欠如に お け

　 る 、 置き換え られ た 、 二 次的な欲望を包摂 し、こ れ を 貫 くの で あ る。　　　　　　　　　　　　　へ　　　N　　　へ
18）最後 の 場面で 、 平中が 、 実際に 死ん だ の か否か、読者 は 判断 に 困 らな い だ ろ うか 。 「半死 」

　とあ る の は 、 こ れが意味上 の死で あ る こ と を表現 し て い るだ ろう。言 い 換え れば 、 こ の 時 、

　「半死」 の平中は 、 自我の 領域と 、 「対象 a 」 の 領域 と の 境界 （「／」）上 に居 る の で あ る 。

19）芥川龍之介 、 「続西方 の 人」第 2節 。 以降、 こ の 作 晶 の 引用 は 「続 2」 の 様に、ま た 「西方

　 の 人」 の 引用 は節番号 の み を本文中 に 記す 。

20）Blaise　Pascal，　Pens6es，　 Garnier−Flammarion ，1976，　p，173．断章番号 Brunschvicg版
　434、 Lafuma 版 131。 引用 に 際 して

、 訳は意 味を損な わな い 範囲で要約 した 。

21） こ の 「堕 落」 と は、天上 と地上 の 間 の 落差を 、 即ち 、 そ こ に内在する贖罪 の 欲望が そ れを閉

　 じて し まお う と しな が ら閉 じられ な い 〈落差 欠如〉を造 り 出 した 契機 の こ と で あ る 。 っ ま り、

　堕罪と は、「自然 ・本性 nature 」 を、人間 の 生 きる 「世界 」 を開 い た もの の こ と で あ る 。 前 掲

　拙論 「ジ ャ ッ ク ・ラ カ ン の 「死」 に つ い て （8）」 を参照 された い
。

22）「神の存在 に賭 け よ」 とい うパ ス カ ル の 主張に っ い て は 、 前掲拙論 「ジ ャ ッ ク ・
ラ カ ン の

　「死」 に つ い て （8 ）」 に お い て 論 じ、また、「芋 粥」 に つ い て の 先行拙論で も触れ た 。 こ の

　「賭 け」 の 本質 を 簡単 に 繰 り返 そ う。 そ れ は、地上 に留め ら れが ちな対象を 、 欲望 の 対象が 本

　来占め るべ き、 超越 の 場 「／A」 に戻す こ とで あ る 。 「賭ける」と い うこ とが 有意味 で ある為 に
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　 は 、 そ の 勝負が未知で あ る の で なければな らな い
。 こ の 未知性が欠如性で ある。 しか し、地上

　の賭け事の様に 、 結果が いずれ判明する の で あ っ て は 、 欠如性 は偶然的 で しかな く、 根源 的と

　 は言え な い 。 ま た 、 神 の 存在が確信 され て い る狂信 に お い て も、 結果は既に判明して い る とさ

　れ 、 欠如 は否認 され て い るため に 、賭 けは意味を成さな い
。

っ まり、 結果は永遠に 、 そ して 、

　絶対的 に未知 で あ り続 けるの で なければな らな い 。 そ して 、 こ の よ うな対象に賭け る時に こ そ 、

　主 体 は、根源的 な 欠如 を 場 と して 、〈賭 け る 主体〉、「欲望 す る主体」 と して 想定的 に 存在 し得

　 る 。

23）芥川 の 「神経衰弱」 が、強迫 に 、死 の 欲動に 曝さ れ る緊張の 増大で あ っ て 、 単な る精神の鈍

　麻で は な か っ た こ とは、例えば、死 の 二 ヶ 月前 に 発表された 「文芸的な、余 りに 文芸的な」が、

　印刷所で た また ま見 か けた 谷崎潤
一郎 の 作品 に 触発され て 、そ の 場で 、一気呵成に認め られ た

　 こ とに も現れ て い る。

24）飽 くまで も現在の 見通 しに 過ぎな い が 、 芥川 の
、 構造 に お ける注視点、即 ち、ポ ジ シ ョ ン は、

　我々 の構造式 a ／A の 「／」 に在 っ たと思われ る 。
っ まり、 「／A 」 か らの 激 しい 強迫 ・欲望 に 曝

　 さ れ る中に 、

一
方で は 、 既に 地上 の 実在は 悉 く意 味を失 い

、 他方で は 、 欲望 の 「対象 a 」 が

　「不可能な もの 1’impossible」 で あ る と見抜か れ て い る 、 ま さ に宙吊りの
、 絶望 の ポ ジ シ ョ ン

　 で あ る 。 根源的欠如 「／A」 は受容され て い な い だろ う。 そ れ ど こ ろか 、 芥川 は 、 成就不能で

　 あ る 「／A 」 の 強迫 ・欲望を 「悪」 と捉え て い な か っ た か 。 自己 の 根源に あ り、 人間を生 か して

　 い る も の を 悪 と捉 え て は い な か っ た だ ろ うか 。
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